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大井地区での可能性を模索（2018年）

「竹」を「宝」に！チクチク大作戦

大井里山保全協議会の紹介

加工方法材料竹

製品類関係者

The fine bamboo satoyama
fishbone diagram

淡竹

真竹

孟宗竹

篠竹・布袋竹
四方竹

大井里山保全協議会

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

いきいき館

千葉工大 竹粉

竹炭・灰

竹製品

竹ﾁｯﾌﾟ

竹炭炉

竹粉砕機

野焼き

手加工

竹食

快

2020年度の活動紹介・・竹の可能性を探る
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2020年度
大井竹マップの作成
竹製品の調査
試作炉の設計と製作

千葉工大と連携
竹製品の種類と市場調査
燃焼効率と作業性を追求

2021年度
試験炉の改良
竹炭と竹酢の分析
商品化開始と販売開始

竹炭の粒状の篩分けと規格化
活性炭製作の挑戦
ﾈｯﾄを活用

2022年度
製造方法の標準化
生産ｺｽﾄの見直し
販路拡大

体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施
経過のまとめと記録化

事業計画

2020年度の活動①・・竹炭試験炉製作

製作協力：地元のｽﾀｯﾌ・千葉工大・
青空ｸﾗﾌﾞ

資材提供：（株）ﾒｶﾞﾃｯｸ・（株）NTS
分析協力：(合）いいもんだ
・ﾗﾚｼｰﾌﾞｵｰﾊﾞﾝﾌﾞｰ（合）
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2020年度の活動②・・体験型観光資源化

ｲﾍﾞﾝﾄ型事例：地元団体が作る千倉高家神社の竹灯り
伝統工芸事例：房州うちわ・竹細工・竹書絵彫り等

→ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟでの交流と連携

いきいき館のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに
「竹灯り」体験を追加
（20年度実績；計3回≒100人）
ON LINEでのﾃｽﾄも実施（⇔東京）

見えてきた課題・・制限を乗り越える

災害やｺﾛﾅ禍等で移動制限
条件下の活動とON LINEで
の体験・販売ﾙｰﾄの開拓

短時間でﾃﾞｰﾀ
が取れる小型炉
（800～900℃）
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2020年度の残件・・焦らず一歩一歩

・試験炉の仕上げ

・大井竹ﾏｯﾌﾟの作成

・体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの標準化

竹の種類・ｻｲｽﾞ別に作成・一部加工販売

〉800℃のﾚﾍﾞﾙまで
引き上げ・炭用竹の伐
採・乾燥

少人数ﾌﾟﾗﾝ
と実施環境
の整備

ﾄﾞﾛｰﾝ等の映像も活用

ﾃｸﾃｸ 竹tech チクチク

4･6･8･10・12㎜表現

2021年度の方向・・竹のSATOYAMAへ

2020年度残件遂行と当初計画の見直し

重点項目として以下を設定

① 関係者・交流人口の拡大

② 竹の加工技術の向上

③ 「竹学」を学習

④ 竹の商品化（創作体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・環境保全素材）

大井里山保全協議会竹の可能性無限大
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